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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置の内部から発生した熱によりデ
ィスプレー性能低下が発生されることを防止した液晶表
示装置を提供する。
【解決手段】  インバータモジュール３８０においてラ
ンプを駆動するための電力を変換する間、付加的に発生
した熱はインバータモジュール３８０と収納容器との間
に介装されるよう収納容器に設置されるアルミニウム材
質の熱遮蔽薄膜により遮断され、反射板３３０に伝達さ
れる熱量を最小化する。これにより、ディスプレーに必
須的な光を生成する過程で発生した熱を効率的に放熱及
び断熱することにより、ディスプレー特性低下を最小化
することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】画像がディスプレーされるように液晶を制
御する液晶表示パネルアセンブリと、
前記液晶表示パネルアセンブリに光を供給するランプア
センブリと、前記ランプアセンブリから発生した光の均
一性を向上させる光均一性向上モジュールを含むバック
ライトアセンブリと、
前記液晶表示パネルアセンブリ及びバックライトアセン
ブリを収納及び固定させる収納容器と、
前記収納容器の外側面に設置され前記ランプアセンブリ
を駆動する電力を供給するインバータと、
前記インバータから発生した熱を遮断して、前記熱が前
記光均一性向上モジュールに伝達されることを防止する
ために、前記インバータと収納容器との間に介挿される
ように前記収納容器に設置される熱遮蔽手段を含むこと
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記熱遮蔽手段は、プレート形状で金属を
含む材質により製作されることを特徴とする請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記熱遮蔽手段の前記金属は、アルミニウ
ム又はアルミニウム合金のうちのいずれか一つであるこ
とを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記熱遮蔽手段は、１層又は複数層の金属
薄膜を含み、各金属薄膜は接着物質により相互接合され
ることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記金属薄膜は、接着物質を媒介で接着さ
れた２層により構成され、前記金属薄膜の厚さは互いに
相異することを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装
置。
【請求項６】前記金属薄膜のうちのバックライトアセン
ブリと近接したメタル薄膜の厚さは、他方の薄膜の厚さ
より厚いことを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装
置。
【請求項７】前記熱遮蔽手段の面積は、前記インバータ
の面積より大きいことを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項８】前記熱遮蔽手段の面積は、前記インバータ
面積の２倍であることを特徴とする請求項７に記載の液
晶表示装置。
【請求項９】前記収納容器の外側面のうちの前記熱遮蔽
手段が設置される部分には、前記熱遮蔽手段より小さい
開口が形成され、前記開口の縁部には前記熱遮蔽手段が
安着されるように短ジョーが形成され、前記バックライ
トアセンブリ及び前記インバータのうちのいずれか一つ
あるいは両方が前記熱遮蔽手段から所定間隔離隔される
ようにすることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項１０】前記熱遮蔽手段は、前記インバータから
発生した熱が前記バックライトアセンブリの反射板に伝
達されて、前記反射板にシート皺を発生させることを防*
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*止することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項１１】前記熱遮蔽手段は、表面積を増加させる
ためにエンボシング処理されたことを特徴とする請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】前記熱遮蔽手段は、表面積を増加させる
ために皺を形成する処理をされたことを特徴とする請求
項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】画像がディスプレーされるように液晶を
制御する液晶表示パネルアセンブリと、
前記液晶表示パネルアセンブリに光を供給するランプア
センブリと、前記ランプアセンブリから発生した光の均
一性を向上させる光均一性向上モジュールを含むバック
ライトアセンブリと、
前記液晶表示パネルアセンブリ及び前記バックライトア
センブリを収納及び固定させる収納容器と、
前記収納容器に収納された前記液晶表示パネルアセンブ
リが外部へ離脱されることを防止するための導電性シャ
ーシと、
前記収納容器の外側面に設置され前記ランプアセンブリ
を駆動する電力を供給するインバータと、
前記インバータから発生した熱を遮断して前記熱が前記
光均一性向上モジュールに伝達されることを防止するた
めの熱遮蔽手段と、
前記インバータ及び前記熱遮蔽手段を電気的に連結させ
る接地部材を含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】前記熱遮蔽手段の一部は、長くなるよう
延ばされ、前記導電性シャーシに電気的に連結されるこ
とを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
るものであり、より詳細にはディスプレーに必要である
光を発生させるランプを駆動するインバータから発生し
た熱によって反射板の形状変更、液晶の特性低下により
部分又は全体的なディスプレー性能低下が発生すること
を防止した熱遮蔽フィルム及びこれを利用した液晶表示
装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般的に、液晶表示装置は液晶の物理、
光学的特性を利用して、所望の文字、画像、動映像をデ
ィスプレーする、表示装置のうちの１つと定義すること
ができる。
【０００３】このように定義された液晶表示装置は、駆
動方法側面で従来のアナログ制御方式に従ってディスプ
レーを実施するＣＲＴ方式ディスプレー装置（Ｃａｔｈ
ｏｄｅ  Ｒａｙ  Ｔｕｂｅ  ｄｉｓｐｌａｙ  ｄｅｖｉ
ｃｅ）と異なり、デジタル制御方式に従ってディスプレ
ーを実施するために、同一の解像度、同一のディスプレ
ー面積を有してもＣＲＴ方式ディスプレー装置の体積及
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び重量に比較して、相当に小さい体積及び重量を有する
という長所を有する。
【０００４】このような長所を有する液晶表示装置は、
ただディスプレーを実施するのに決定的な役割を有する
液晶が自発的に光を発生しないため、液晶を精密に制御
するとしても、光がない限りディスプレーが不可能であ
るという短所を有する。
【０００５】このように、ディスプレーを実施すること
には、必ず太陽のような自然光を使用したり、自体に充
電された電気エネルギーを消費して発生する人工光が主
に使用される。
【０００６】この時、自然光を使用する液晶表示装置
は、自然光の光量が足りない所ではディスプレーが不可
能であるという短所を有するため、最近では電気エネル
ギーを消費して発生した人工光を使用してディスプレー
を実施する液晶表示装置の普及及び開発が活発になって
いる。
【０００７】この時、人口光を使用してディスプレーを
実施する液晶表示装置の光源としては、主に発熱量が小
さく自然光に近い白色光を発生させ、寿命が長い冷陰極
線管方式ランプが使用される。
【０００８】このような冷陰極線管方式ランプは、多様
な長所にもかかわらず、相当に高い駆動電圧を必要とす
るために、液晶表示装置で液晶を制御するのに使用され
る低い電圧のみでは駆動が不可能である。
【０００９】従って、液晶表示装置では低電圧を冷陰極
線管方式ランプを駆動するに適する高圧に昇圧させる変
圧器及び集積素子を含むインバータを必要とする。
【００１０】このようなインバータは、主に印刷回路基
板に形成されるため、厚さが相当に薄い液晶表示装置の
側面に設置が不可能であるので、主に冷陰極線管ランプ
と隣接するように液晶表示装置の背面に装着される。
【００１１】しかし、このようにインバータを液晶表示
装置の背面所定位置に装着する場合、インバータと対応
する液晶表示装置の画面部分で深刻なディスプレー性能
低下を発生させる問題点がある。
【００１２】このような問題点は、インバータの作動特
性にその原因がある。
【００１３】より具体的に述べれば、インバータの核心
部分である変圧器は低い電圧から高い電圧に昇圧する過
程で過度な熱を発生させることは勿論、集積素子もやは
り内部からデータ処理を実施する過程で過度な熱を発生
させる。
【００１４】このようにインバータから発生した熱は、
収納容器の内部で液晶表示装置を構成する反射板に熱伝
達され、直接的な影響を及ぼすのは勿論、間接的に反射
板の上面に積層された導光板、光学シート類の皺を発生
させ、さらに光学シート類の上面に形成された液晶表示
パネルアセンブリの液晶に影響を及ぼす。
【００１５】特に、最近の収納容器は、液晶表示装置の

4
重量低減のために、基底面のうちで強度に影響を及ぼさ
ない範囲内で開口を形成し、この開口によってインバー
タから発生した熱はすぐに反射板を局部的に加熱させる
ことになる。
【００１６】このような反射板の一部が局部的に加熱さ
れる場合、加熱された部分の熱膨張が加熱されない部分
の熱膨張より大きくなって、結局反射板の一部の寸法が
増して表面が膨らむ現象が発生する。
【００１７】このように、反射板の表面が膨らむ場合、
この部分での反射特性が残り部分での反射特性と異なっ
て、結局図１に図示されたようにインバータと対向して
ディスプレー画面１０上にはインバータ以外の部分と異
なる暗部１が発生される。
【００１８】他の問題点として、インバータから発生し
た熱が長時間反射板、導光板、光学シート類、液晶表示
パネルアセンブリに加わる場合、反射板は勿論導光板、
光学シート類の局部膨張による光学的特性低下が発生す
る。
【００１９】さらに、インバータモジュールから発生し
た熱が液晶表示パネルアセンブリの液晶を加熱させる場
合、液体と固体の中間特性を有する液晶が液体に近接し
た特性を有するようになることにより液晶固有の機能が
損失され、さらにディスプレーを実施できなくなる致命
的な問題点を有する。
【００２０】このようにインバータから発生する問題
は、最近、液晶表示装置のディスプレー面積が大型化さ
れることにより、非常に深刻になっている。
【００２１】これは、液晶表示装置のディスプレー面積
が大きくなるほどランプの長さかつ長くなり、ランプの
長さが長くなるほどそのランプ駆動電圧が上昇して、イ
ンバータでは必然的にさらに多い熱が発生されるためで
ある。
【００２２】従って、大型液晶表示装置を具現するため
には、インバータから発生した熱が液晶表示装置を構成
する全ての構成要素に影響を及ぼさないようにする技術
的開発が切実である。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は、インバータから発生された熱を迅速に放熱されるよ
うにすると同時にインバータから発生した熱を液晶表示
装置を構成する全ての構成要素に影響を及ぼさないよう
に遮断することにある。
【００２４】本発明の他の目的は、液晶表示装置のディ
スプレー面積が大型化されてもインバータから発生され
た多量の熱を迅速に放熱及び遮断することにある。
【００２５】かつ、本発明の他の目的は、インバータか
ら発生された熱を迅速に放熱しまたインバータモジュー
ルから発生した熱を液晶表示装置を構成する全ての構成
要素に影響を及ぼさないようにすることは勿論、インバ
ータから発生した漏洩電流も迅速に除去することにあ
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る。
【００２６】
【課題を解決するための手段】本発明の目的を達成する
ための液晶表示装置は、画像がディスプレーされるよう
に液晶を制御する液晶表示パネルアセンブリと、液晶表
示パネルアセンブリに光を供給するランプアセンブリ、
ランプアセンブリから発生した光の均一性を向上させる
光均一性向上モジュールを含むバックライトアセンブリ
と、液晶表示パネルアセンブリ及びバックライトアセン
ブリを収納及び固定させる収納容器と、収納容器の外側
面に設置されランプアセンブリを駆動する電力を供給す
るインバータと、インバータから発生した熱を遮断し
て、熱が前記光均一性向上モジュールに伝達されること
を防止するために、インバータと収納容器との間に介装
されるよう収納容器に設置される熱遮蔽手段を含む。
【００２７】本発明の目的を達成する他の形式の液晶表
示装置は、画像がディスプレーされるように液晶を制御
する液晶表示パネルアセンブリと、液晶表示パネルアセ
ンブリに光を供給するランプアセンブリと、ランプアセ
ンブリから発生した光の均一性を向上させる光均一性向
上モジュールを含むバックライトアセンブリと、液晶表
示パネルアセンブリ及びバックライトアセンブリを収納
及び固定させる収納容器と、前記収納容器に収納された
前記液晶表示パネルアセンブリが外部へ離脱されること
を防止するための導電性シャーシと、収納容器の外側面
に設置され前記ランプアセンブリを駆動する電力を供給
するインバータと、インバータから発生した熱を遮断し
て、熱が前記光均一性向上モジュールに伝達されること
を防止するための熱遮蔽手段と、前記インバータ及び前
記熱遮蔽手段を電気的に連結させる接地部材を含む。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の望
ましい実施形態をより詳細に説明する。
【００２９】図２には、本発明の一実施形態による熱遮
蔽フィルムが適用された液晶表示装置の分解斜視図が図
示されている。
【００３０】図２を参照すれば、液晶表示装置９０１は
全体的に言ってケース８１０、８２０及び液晶表示モジ
ュール（ＬＣＤ  Ｍｏｄｕｌｅ）９００により構成され
る。
【００３１】ケース８１０、８２０は液晶表示モジュー
ル９００の前面及び背面を保護する役割を有する。
【００３２】具体的に、ケース８１０、８２０は液晶表
示モジュール９００の背面保護及び液晶表示モジュール
９００が収納される収納空間を提供するリアケース８２
０及びリアケース８２０と結合され、液晶表示モジュー
ル９００の前面のうちに有効ディスプレー領域が画定さ
れるように開口されたフロントケース８１０により構成
される。
【００３３】一方、ケース８１０、８２０に結合される
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液晶表示モジュール９００は図示されない外部情報処理
装置で入力された映像信号の入力を受けて像を表示する
ディスプレーとなる。
【００３４】これを具現するために液晶表示モジュール
９００は、第１として２個の電極間に注入された液晶の
配列角を精密に制御して、液晶を通過することができる
光透過度を微細面積単位で変更させる機能、第２として
光透過度が変更されるように配列された液晶を通過する
光を供給する機能を複合的に実施しなければならない。
【００３５】この時、液晶の光透過度を微細面積単位で
変更させる一番目の機能は、液晶表示モジュール９００
のうち液晶表示パネルアセンブリ２００によって具現さ
れる。
【００３６】液晶表示パネルアセンブリ２００は向き合
う２個の電極の役割を有するＴＦＴ基板２２０及びカラ
ーフィルタ基板２１０及びこれらの間に注入された液晶
（図示せず）により構成された液晶表示パネル２２５及
び液晶表示パネル２２５に注入された液晶を制御するた
めの制御モジュール２３０、２４０、２５０、２６０に
より構成される。
【００３７】ＴＦＴ基板２２０は外部から印加された映
像信号に対応して、相当に微細な面積単位で電圧変化を
発生させることができるようにし、カラーフィルタ基板
２１０は電極の役割を有すると同時に白色光が光の三原
色のうちのいずれか一つでフィルタリングされるように
する役割を有する。
【００３８】具体的に、ＴＦＴ基板２２０により相当に
微細な面積単位で電圧変化を発生させるためには、スイ
ッチング素子として、図示されないゲート電極、ソース
電極、ドレーン電極が形成された薄膜トランジスターを
透明基板にマトリックス形態で配列し、各薄膜トランジ
スターのドレーン電極により透明電極を個別的に形成す
る方法が一番有利である。
【００３９】このような方法は、薄膜トランジスターを
透明基板に形成した状態で特定薄膜トランジスターを選
択的に作動させ、該当薄膜トランジスターに形成された
透明電極にのみ選択的に電力を供給することができるた
めである。
【００４０】このように、特定薄膜トランジスターの作
動によって該当透明電極にのみ選択的に電力が供給され
る場合、カラーフィルタ基板２１０と電力が供給された
透明電極の間には電界が形成され、電界の強さによって
液晶の配列が変化する。
【００４１】一方、このような液晶表示パネル２２５は
映像をディスプレーするためのハードウェアの役割を
し、所望の映像が正確にディスプレーされるようにする
ためには、ハードウェアを作動させるソフトウェアの役
割を有する制御モジュール２３０、２４０、２５０、２
６０を必要とする。
【００４２】制御モジュール２３０、２４０、２５０、
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7
２６０は薄膜トランジスターを作動させるタイミングと
各薄膜トランジスターに供給される電力の強さを決定す
る役割を有し、ゲート印刷回路基板２４０、ソース印刷
回路基板２６０、フレキシブル印刷回路２３０、２５０
により構成される。
【００４３】このような構成を有する制御モジュール２
３０、２４０、２５０、２６０と液晶表示パネル２２５
が相互作動するために、ＴＦＴ基板２２０にマトリック
ス形態で配列された薄膜トランジスターの各行（ｒｏ
ｗ）に属するゲート電極は、ゲートラインを媒介として
相互連結され、マトリックス形態で配列された薄膜トラ
ンジスターの各列（ｃｏｌｕｍｎ）に属するソース電極
はデータラインを媒介として相互連結される。
【００４４】また、各ゲートラインにはゲートラインに
順次に作動シグナルを印加するゲート印刷回路基板２４
０が連結され、データラインには映像信号に対応する電
力を供給するソース印刷回路基板２６０が連結される。
【００４５】この時、ゲート印刷回路基板２４０及びゲ
ートラインとの間と、ソース印刷回路基板２６０及びデ
ータラインとの間には、フレキシブル印刷回路２３０、
２５０が介在しこれらを結合する。
【００４６】これはフレキシブル印刷回路２３０、２５
０を使用することにより、ゲート印刷回路基板２４０、
ソース印刷回路基板２６０が後述される収納容器の背面
に折り曲げられることが可能であるようにして、液晶表
示装置の平面的な広がりを減少させるためのものであ
る。
【００４７】このように、複雑な構成を有する液晶表示
パネルアセンブリ２００の制御モジュール２３０、２４
０、２５０、２６０、及び液晶表示パネル２２５が相当
に正確に作動しても、光量が足りなくて暗い所では所望
の文字、画像、動映像はディスプレーされない。
【００４８】これは液晶表示パネル２２５に注入された
液晶自体は発光せず、ただ電界によって光の透過度のみ
を調節する役割を有するためである。
【００４９】結局、液晶表示パネルアセンブリ２００か
らディスプレーが行われるようにするためには、どのよ
うな方式としても液晶表示パネルアセンブリ２００へ光
を供給しなければならないことを意味する。
【００５０】光は自然光が使用されることができるが、
暗い所でディスプレーを実施することができない致命的
な短所を有するので、貯蔵された電気エネルギーを消費
して発生した光が主に使用される。
【００５１】このような役割は、バックライトアセンブ
リ３００により具現される。
【００５２】バックライトアセンブリ３００は光を発生
させることは勿論、発生された光の光学的分布が非常に
均一になるようにする役割も有する。
【００５３】これを具現するために、バックライトアセ
ンブリ３００は光発生装置３６５及び光均一性向上装置
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３１０、３２０、３３０及び収納容器３７０を含む。
【００５４】光発生装置３６５はランプアセンブリ３６
０及びインバータモジュール３８０（図３参照）により
構成される。
【００５５】ランプアセンブリ３６０はまたランプ３４
０及びランプカバー３５０により構成される。
【００５６】この時、ランプ３４０は寿命が長く、自然
光に近い白色光が発生され、駆動するときに熱発生が小
さい特徴を有する冷陰極線管方式ランプが主に使用され
る。以下、符号３４０を付与されたものは冷陰極線管方
式ランプとして説明する。
【００５７】一方、冷陰極線管方式ランプ３４０は多様
な長所を有する反面、相当に高い駆動電圧を必要とする
ために、図３に図示されたように低電圧を高電圧に昇圧
するインバータモジュール３８０を必要とする。
【００５８】インバータモジュール３８０には昇圧のた
めの変圧器と多数個の集積回路が設置される。
【００５９】一方、光均一性向上装置３１０、３２０、
３３０は具体的にランプアセンブリ３６０から発生した
光の分布を向上させる役割を実施するために、光学シー
ト類３１０、導光板３２０、反射板３３０を必要とす
る。
【００６０】導光板３２０は、線光源分布を有する冷陰
極線管方式ランプ３４０から発生した光が入射された
後、面光源分布を実現すると同時に光の進行方向を変更
させる役割を有する。この時、導光板３２０の形状はプ
レート形状として、一側端部から他側端部に行くほど段
々厚さが減少されるくさびタイプ又は厚さの変化がない
フラットタイプが使用されることができる。
【００６１】反射板３３０は反射率が高いプレート形状
として、導光板３２０の底面に設置され導光板３２０か
ら漏洩された光を再生する役割を有する。
【００６２】一方、導光板３２０の上面には導光板３２
０から射出された光を拡散、集光させる役割を有する光
学シート類３１０が設置される。
【００６３】このような構成を有する光発生装置３６５
及び光均一性向上装置３１０、３２０、３３０は収納容
器３７０に指定された順序通りに収納される。
【００６４】図２又は図３を参照すると、収納容器３７
０は光発生装置３６５及び光均一性向上装置３１０、３
２０、３３０が全て収納されるように、所定面積を有す
る内部空間が形成される。
【００６５】特に、基底面には収納容器３７０を軽量に
製作するために、強度に影響を及ぼさない部分を除去し
て多数個の開口３７１が形成される。
【００６６】このような形状を有する収納容器３７０の
内部基底面には反射板３３０－導光板３２０－ランプア
センブリ３６０－光学シート類３１０及び前で説明した
液晶表示パネルアセンブリ２００が順次に積層される。
【００６７】この時、収納容器３７０の底面の外側には
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冷陰極線管方式ランプ３４０に電源を供給するためのイ
ンバータモジュール３８０が設置される。
【００６８】この時、インバータモジュール３８０は熱
遮蔽フィルム４００を介在させて収納容器３７０基底の
外側面に設置される。
【００６９】インバータモジュール３８０は印刷回路基
板３８３、印刷回路基板３８３上の電圧を昇圧するに必
要である変圧器３８２及び多数の集積回路３８１により
構成される。図面符号３８４は昇圧された電圧が出力さ
れるコネクタである。
【００７０】このようにインバータモジュール３８０
は、収納容器３７０基底の外側面に設置される。この
時、インバータモジュール３８０が収納容器３７０基底
の外側面のうち指定された位置に設置されるために、一
実施形態として、キャッチング突起３７３及びストッパ
ー３７５を必要とする。
【００７１】キャッチング突起３７３は図３に図示され
たようにインバータモジュール３８０の構成要素である
印刷回路基板３８３のエッジを収容してインバータモジ
ュール３８０の上下動を制限する役割を有し、ストッパ
ー３７５はキャッチング突起３７３に収容保持されたイ
ンバータモジュール３８０の水平動を制限する。
【００７２】このように、キャッチング突起３７３及び
ストッパー３７５が形成された収納容器３７０には図５
に図示されたようにインバータモジュール３８０が設置
される前に、熱遮蔽フィルム４００が設置される。
【００７３】熱遮蔽フィルム４００は、インバータモジ
ュール３８０からランプ駆動電圧を昇圧する過程から発
生した熱を遮断して、迅速に放熱及び遮断して光均一性
向上装置３１０、３２０、３３０へ熱が伝導されないよ
うにするのは勿論、有害電磁波（ＥＭＩ：ｅｌｅｃｔｒ
ｏｍａｇｎｅｔｉｃ  ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）も防
止する付加的な機能も発揮する。
【００７４】この時、熱遮蔽フィルム４００は図６に図
示されたように、インバータモジュール３８０よりは大
きな面積を有するように製作し、収納容器３７０の全体
基底面積よりは小さくなるように製作される。望ましく
は熱遮蔽フィルム４００は、熱遮蔽効果及び軽量、薄型
化側面を考慮しインバータモジュール３８０の約２倍程
度の面積を有するように製作することがよい。
【００７５】かつ、熱遮蔽フィルム４００は図７に図示
されたようにインバータモジュール３８０の底面と所定
間隔離隔されるようにしたり、反射板３３０とも所定間
隔離隔されるようにする。
【００７６】一方、他の望ましい一実施形態として、イ
ンバータモジュール３８０と熱遮蔽フィルム４００は密
着されるようにし、反射板３３０とインバータモジュー
ル３８０が離隔されるようにしたり、熱遮蔽フィルム４
００をインバータモジュール３８０とは所定間隔離隔さ
せ、熱遮蔽フィルム４００と反射板３３０を密着させる
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こともできる。
【００７７】この点に関し、熱遮蔽フィルム４００をイ
ンバータモジュール３８０の底面及び反射板３３０から
所定間隔離隔させることは、密閉された状態で移動が殆
どない空気の熱伝導度が、相当に低いという特性を最大
に利用したもので、インバータモジュール３８０から発
生した熱の伝導を最大限妨害するためのものである。
【００７８】一方、熱遮蔽フィルム４００は多様な実施
形態が存在することができるが、本発明では望ましい３
個の実施形態を説明する。
【００７９】図８には本発明による熱遮蔽フィルム４０
０の一番目の実施形態が図示されており、図９には熱遮
蔽フィルム４００を液晶表示装置に適用した一実施形態
が図示されている。
【００８０】図８又は図９を参照すれば、熱遮蔽フィル
ム４００は望ましい一実施形態で３個以上の層により構
成される。以下、３個の層を各々第１遮断層４１０、接
着剤層４２０、第２遮断層４３０と称する。
【００８１】図８を参照すれば、第１遮断層４１０は熱
伝導率の優れたアルミニウム材質又はアルミニウム合金
材質で約０．１ｍｍの厚さを有する薄膜形態を有し、イ
ンバータモジュール３８０と似た形として、平面積はイ
ンバータモジュール３８０より多少大きな形状を有す
る。
【００８２】このような第１遮断層４１０の一側面には
全面積にわたって熱伝導度が低い接着剤が塗布され、接
着層４２０が形成される。この接着層４２０の上面には
第１遮断層４１０より多少厚い約０．１５ｍｍの厚さを
有し、形状は第１遮断層４１０と同一な第２遮断層４３
０が接着層４２０を媒介として相互接着される。
【００８３】符号４０２、４０３はストッパー３７５と
結合されるためのストッパー溝である。
【００８４】図１０又は図１１には、本発明の二番目の
実施形態が図示されている。
【００８５】図１０を参照すれば、二番目の実施形態に
よる熱遮蔽フィルム４００は、同様に３個以上の層によ
り構成されるが、第１遮断層４４０は熱伝導率が優れた
アルミニウム材質で構成されたアルミニウム薄膜で約
０．１ｍｍの厚さを有し、インバータモジュール３８０
と似た形で平面積はインバータモジュール３８０より多
様大きな形状を有する。
【００８６】このような第１遮断層４４０の一側面には
全面的にわたって熱伝導率度が低い接着剤が塗布され接
着剤層４５０が形成される。
【００８７】この接着剤層４５０の上面には第１遮断層
４４０と同一な０．１ｍｍ厚さを有し、形状は第１遮断
層４４０と同一な第２遮断層４６０が接着剤層４５０を
媒介として相互接着される。この時、第２遮断層４６０
と短ジョー３７４は第２遮断層４６０のエッジに沿って
付着された両面接着テープ４０１を媒介で相互接着され
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る。
【００８８】符号４０４、４０５はストッパー３７５と
結合されるためのストッパー溝である。
【００８９】最後に、図１２又は図１３には本発明の最
後の実施形態が図示されている。
【００９０】図１２を参照すれば、本発明による熱遮蔽
フィルム４００は単一遮断層４７０により構成される。
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【００９１】即ち、遮断層４７０はインバータモジュー
ル３８０と似た形であり、平面積はインバータモジュー
ル３８０より多少大きくなるようにしてインバータモジ
ュール３８０から発生した熱を迅速に放熱させるように
する。符号４０６、４０７はストッパー３７５と結合さ
れるためのストッパー溝である。
【表１】

〈表１〉は前で説明した熱遮蔽フィルムの３個の実施形
態及び熱遮蔽フィルムを使用しなかったときを各々実験
した結果である。
【００９２】まず、インバータモジュール３８０の主要
熱原因である変圧器部分及び集積回路部分に該当するイ
ンバータモジュール３８０の印刷回路基板３８３の基底
面での温度を測定した結果、変圧器部分では４７．７
℃、集積回路部分では４３．１℃に測定された。
【００９３】〈対照例〉はインバータモジュール３８０
にどのような熱遮蔽フィルムも設置しない状態で実験し
た結果として、測定温度は直接的に熱によって損傷が加
わる反射板３３０の表面での温度として測定され、イン
バータモジュール３８０の変圧器に対応する部分に該当
する反射板３３０の表面温度は４４℃であり、集積回路
に対応する部分に該当する反射板３３０の表面温度は４
２．７℃であり、インバータモジュール３８０の基底面
温度と殆ど差がないことを示す。
【００９４】一方、〈第１実験例〉は前で説明した図８
の実施形態による熱遮蔽フィルム（０．１ｍｍ第１遮断
層、接合剤層、０．１５ｍｍ第２遮断層積層）をインバ
ータモジュール３８０と収納容器３７０との間に挿入さ
れるように設置した状態で反射板３３０の表面温度を測
定したものである。
【００９５】測定した結果、インバータモジュール３８
０の変圧器と対応する反射板３３０での表面温度は３
５．１℃であり、集積回路と対応する反射板３３０での
表面温度は３３．５℃であり〈対照例〉に比べて格段の
温度減少が発生した。
【００９６】また、〈第２実験例〉は前で説明した図１
０の実施形態による熱遮蔽フィルム（０．１ｍｍ第１遮
断層、接着剤層、０．１ｍｍ第２遮断層）をインバータ
モジュール３８０と収納容器３７０との間に挿入される
ように設置した状態で反射板３３０の表面温度を測定し
たものである。
【００９７】測定した結果、インバータモジュール３８
０の変圧器と対応する反射板３３０での表面温度は３
８．８℃であり、集積回路と対応する反射板３３０での

表面温度は３６．６℃であり〈対照例〉に比べて格段の
温度減少が発生した。
【００９８】また、〈第３実験例〉は前で説明した図１
２の実施形態による熱遮蔽フィルム（０．３ｍｍ単独遮
断層）をインバータモジュール３８０と収納容器３７０
との間に挿入されるように設置した状態で、反射板３３
０の表面温度を測定したものである。
【００９９】測定した結果、インバータモジュール３８
０の変圧器と対応する反射板３３０での表面温度は３
８．５℃であり、集積回路と対応する反射板３３０での
表面温度は３６℃であり〈対照例〉に比べて格段の温度
減少が発生した。
【０１００】このような実験結果は、熱遮蔽フィルム４
００をインバータモジュール３８０の印刷回路基板３８
３の下部及び反射板３３０との間に設置することによ
り、インバータモジュール３８０の変圧器又は集積回路
で発生した熱が反射板３３０に到達されることを妨害す
る断熱効果が極めて大きいことを示している。
【０１０１】かつ、インバータモジュール３８０の変圧
器又は集積回路から発生した熱を短時間内に放熱させる
ことにより、反射板３３０の温度が、反射板３３０の形
状変更が発生される最低温度以下になるようにすること
により反射板３３０の形状変化を防止すると共に、導光
板３２０、光学シート類３１０、液晶表示パネルアセン
ブリ２００などに熱により特性低下が発生することを防
止する。
【０１０２】さらに、熱遮蔽装置４００を接着剤層の両
側に一実施形態で熱伝導度が優れた２個のアルミニウム
薄膜を付着して製作する場合、接着剤層が熱の流れを妨
害することにより反射板３３０での表面温度をさらに効
果的に低くすることができる。
【０１０３】かつ、熱遮蔽装置４００を接着剤層の両側
に熱伝導度が優れた２個のアルミニウム薄膜を付着し、
いずれか一つの薄膜厚さをさらに厚くなるようにする場
合、反射板３３０での表面温度をさらに低くすることが
できる。
【０１０４】添付された図１４には本発明の異なる実施
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13
形態が図示され、ここでは熱遮蔽フィルム４８０は熱伝
導度が優れた導電性薄膜であることを考慮して、熱遮蔽
フィルム４８０とインバータを導電性ねじなどを利用し
て相互電気的に導通されるようにした状態で、熱遮蔽フ
ィルムの一部を長く延長して接地片４８５を形成し、こ
の接地片４８５を接地ラインに接地させることにより
（例えば収納容器に収納された液晶表示パネルアセンブ
リが外部へ離脱することを防止する導電性シャーシに接
地）、インバータモジュール３８０から発生される多様
な電気的雑音、反射板３３０での静電気、漏洩電流など
を除去することができる。
【０１０５】以上、本発明の実施例によって詳細に説明
したが、本発明はこれに限定されず、本発明が属する技
術分野において通常の知識を有するものであれば本発明
の思想と精神を離れることなく、本発明を修正または変
更できるであろう。
【０１０６】
【発明の効果】本発明によると、ディスプレーに必要な
光を発生させるランプを駆動するためのインバータモジ
ュールから発生する過度な熱による反射板の部分的な形
状変更によるディスプレー性能低下を防止して高性能デ
ィスプレー特性を得ることができる効果を有する。
【０１０７】かつ、インバータモジュールから発生した
熱により導光板、光学シート類、液晶の特性低下が発生
することを防止して、高画質ディスプレー特性を得るこ
とができる効果がある。
【０１０８】かつ、インバータモジュールから発生した
熱を効率的に遮断するだけでなく、インバータモジュー
ルから発生した静電気及び漏洩電流を接地させることは
勿論、反射板から発生した静電気を除去することができ
る効果を有する。
【０１０９】本発明では、本発明が有する技術的思想を
表現するために多様な実施形態のうち、幾つかの実施形
態のみを説明した。
【０１１０】例えば、本発明では単層熱遮蔽フィルム、
二つのメタル薄膜が接着された熱遮蔽フィルムが実施形
態として記載されているが、これに限らず、２個を越え
るメタル薄膜を用意し、各メタル薄膜を接着剤で相互接
着させる場合、さらに大きな熱遮断効果を得ることがで
きる。
【０１１１】上記以外でも、無数な実施形態をとること
ができ、例えば一つの実施形態としては、熱遮蔽フィル
ムに周期的な凹凸またはウェーブを形成して（例えばエ
ンボッシング処理や皺形成処理による）、放熱面積を極
大化させる方法を使用する場合、反射板での温度をさら
に減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  従来の液晶表示装置でインバータから発生し
た熱によりディスプレー特性低下が発生することを図示
した斜視図である。
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【図２】  本発明の一実施形態による液晶表示装置用熱
遮蔽フィルムを適用すべき液晶表示装置の分解斜視図で
ある。
【図３】  本発明の一実施形態による液晶表示装置用熱
遮蔽フィルムが液晶表示装置の背面に設置されることを
図示した背面斜視図である。
【図４】  図３のＡ部分拡大図である。
【図５】  本発明の一実施形態による液晶表示装置用熱
遮蔽フィルムが液晶表示装置の指定された位置に結合さ
れたことを図示した背面斜視図である。
【図６】  本発明の一実施形態による液晶表示装置用熱
遮蔽フィルムの面積がインバータモジュールの平面積よ
り大きく形成されたことを図示した斜視図である。
【図７】  図６のＶ－Ｖ断面図である。
【図８】  本発明の一実施形態による液晶表示装置用熱
遮蔽フィルムの構成を説明するための斜視図である。
【図９】  図８の液晶表示装置用熱遮蔽フィルムが適用
された状態のプロファイルを図示した断面図である。
【図１０】  本発明の他の実施形態による液晶表示装置
用熱遮蔽フィルムの構成を説明するための斜視図であ
る。
【図１１】  図１０の液晶表示装置用熱遮蔽フィルムが
適用された状態のプロファイルを図示した断面図であ
る。
【図１２】  本発明のさらに他の実施形態による液晶表
示装置用熱遮蔽フィルムの構成を説明するための斜視図
である。
【図１３】  図１２の液晶表示装置用熱遮蔽フィルムが
適用された状態のプロファイルを図示した断面図であ
る。
【図１４】  本発明のさらに他の実施形態による液晶表
示装置用熱遮蔽フィルムに接地機能が付加されたことを
図示した斜視図である。
【符号の説明】
２００    液晶表示パネルアセンブリ
２１０    カラーフィルタ基板
２２０    ＴＦＴ基板
２２５    液晶表示パネル
２３０、２４０、２５０、２６０    制御モジュール
２３０、２５０    フレキシブル印刷回路
２４０    ゲート印刷回路基板
２６０    ソース印刷回路基板
３００    バックライトアセンブリ
３１０    光学シート類
３２０    導光板
３３０    反射板
３４０    冷陰極線管方式ランプ
３５０    ランプカバー
３６５    光発生装置
３７０    収納容器
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３８３    印刷回路基板
４００    熱遮蔽フィルム
８１０    フロントケース *

16
*８２０    リアケース
９００    液晶表示モジュール
９０１    液晶表示装置

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図６】
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